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≪参考資料≫ 
 

１ 事業背景 

静岡県（以下「県」という。）では、東静岡から名勝日本平、さらには三保松原に広がる地

域に集積する学術、文化・芸術、スポーツ等の魅力を更に磨き高め、「場の力」を最大限に活

かした地域づくりを進めるため、玄関口となる東静岡駅南口県有地（以下「計画地」という。）

に、県の高い文化力の発信や、学び、にぎわいの場を生む「文化力の拠点」の形成に取り組ん

でいます。 

これまでの「文化力の拠点」形成に向けた検討において、有識者会議等での議論を経て、平

成 27 年 3 月に「“ふじのくに”の「文化力」を活かした地域づくり基本構想」を策定し、平

成 28 年 8 月には「「文化力の拠点」基本計画（案）」を取りまとめ、平成 29 年 9 月には全館移

転となる県立中央図書館を中心とする施設を先行整備し、その後、段階的に拠点の形成を進め

ていく方針を決定しました。 

今後は、新県立中央図書館を中心とする公的機能と併せ、民間活力の活用により、賑わいと

魅力ある拠点の形成を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参図１ 計画地及び現県立中央図書館の概要 

東静岡駅南口
「文化力の拠点」計画地

ＪＲ東静岡駅

ＪＲ静岡駅

ＪＲ草薙駅

現県立中央図書館周辺
（駿河区谷田）

（現）県立中央図書館が
東静岡駅南口の「文化力の
拠点」に全館移転を予定

※県立中央図書館（S43建設）

・延面積：8,816㎡

・蔵書数：82万冊

・入館者数：22万人/年

（参考）

山梨県立図書館は甲府駅前へ
の移転により入館者数が６倍（93
万人/年）に増加

グランシップ（H10建設）

・延床面積：60,630㎡

・入館者数：73万人/年

・稼働率：84％

※東静岡駅

・平均乗降人数

・約1.6万人/日
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２ 「文化力の拠点」のコンセプト 

「文化力の拠点」には、県立中央図書館を中心とした公的施設のほか、商業・飲食等の民間

施設を導入し、周辺には緑地・広場などの整備を予定しています。この場において、本県の「文

化」を発信するとともに、「人」と「人」が出会い、にぎわいや交流により、新たな文化やラ

イフスタイルを創造し、本県の未来を担う人材を育成する施設を目指していきます。 

県では、「文化」の範囲を、「芸術」「技芸」「芸能」のみではなく、衣食住をはじめとする暮

らしの全般にわたるものとして考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参図２ 「文化力の拠点」の目指す姿、コンセプト 

本県の高い文化力を国内外に発信し、人々を惹きつける拠点本県の高い文化力を国内外に発信し、人々を惹きつける拠点

【コンセプト】

≪出会い≫
・訪れる度に「知」,「文化」,「人」

などとの新たな出会いがある場

≪交わる≫
・世代や国境を越えて多様な文化や
価値観を持つ 人々が集い、学び、
賑わいを生み出す場

：ムセイオン静岡

文化力の拠点
(県立中央図書館)

東静岡から名勝日本平、三保松原に広がる地域
＝高い文化力を有する地域

ＳＰＡＣ
(舞台芸術ｾﾝﾀｰ)

静岡県立美術館
ふじのくに
地球環境史

ミュージアム

グランシップ 静岡県立大学

埋蔵文化財
センター

スポーツ施設
（草薙総合運動場）

名勝
日本平

三保松原

≪学ぶ≫
・あらゆる知が集積し、人々の学びを

支える場
・世代を超えた人々が集い、交わり、

学びあう場

≪人づくり≫
・郷土愛を育み、多様な人々の文化を

理解しあいながら、感性を磨き、自
己実現に向けて自らを高める場

≪創造≫
・魅力ある多様な文化や人々が交わり、
互いに理解することで、新たな文化
（産業含む）、ライフスタイルが生
まれる場

≪発信≫
・国内外から評価される世界水準の文
化・芸術から、「食文化」をはじめ
とする衣食住の生活文化まで多彩な
文化を発信する場

【視点】

≪文化が育てる≫
施設利用者が、文化を知り、学ぶことで、「また行きたい、参加したい。」と思い、さらに学び、交流するきっ
かけとなる施設

≪みんなで育てる≫
幅広い文化に関連し、利用者が参加、体験することで、これからみんなで育てていける施設

≪住んでよし 訪れてよし≫ ≪学んでよし 働いてよし≫

【未来を担う有徳の人づくり】
・子どもが健やかに学び育つ社会の形成
・誰もが活躍できる社会の実現

学ぶ・人づくり学ぶ・人づくり 出会い・交わる出会い・交わる創造・発信創造・発信

【豊かな暮らしの実現】
・富をつくる産業の展開
・多彩なライフスタイルの提案

【魅力の発信と交流の拡大】
・“ふじのくに”の魅力の向上と発信
・世界の人々との交流の拡大

【総合計画（新ビジョン）】

県内に広がる世界水準の
魅力の地への誘い

国内外への
本県文化の魅力の発信

本県文化の創造・発信
多様な交流や賑わいの創出
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３ 施設計画 

計画地は、古代東海道の遺構が検出される範囲を包含しています。遺構の検出が想定される

北側の範囲では、建築物の建設が制限されるため、「緑地・広場・駐車場エリア」として活用

し、南側の 1.5ha を「施設計画エリア」として整備する計画とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、「文化力の拠点」基本計画（案）などを踏まえ、施設整備に係る主な方針を以下に示

します。 

○ 「文化力の拠点」の核となる県立中央図書館を含む公的施設及び民間施設、隣接するグ

ランシップなどが連携し、相乗効果を高め、多くの人々に利用される集客力の高い施設

整備を目指します。 

○ 「文化とスポーツの殿堂」として、県都静岡の新しい都市拠点にふさわしい美しく風格

のある建築形態とします。 

○ 東静岡駅から「文化力の拠点」施設に直結する歩行者連絡橋（ペデストリアンデッキ）を

設置し、歩行者動線を確保します。 

○ 東静岡駅南口地区の景観の調和を意識し、グランシップと同程度の高さを目指します。 

 

 

 

 

 

 

緑地・広場・駐車場エリア 約 0.9ha

※歴史上重要な「古代東海道」の遺構の検出が想定され
るため、建物整備は行わない。 

施設計画エリア 約 1.5ha 

約230m

約
1
2
0
m

約60m

約
7
0
m

約
5
0
m

参図３ 施設計画の前提条件 
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４ 「文化力の拠点」への導入機能 

基本計画（案）に掲げる機能のうち、全館移転となる県立中央図書館を中心とし、本県の高

い文化力の発信や、若者の学び・にぎわいの場が創出できる機能を先行して導入します。 

また、県有地の有効活用を図るとともに、拠点の価値向上やにぎわいの創出、利用者の利便

性向上に資する新たな民間提案機能の最大限の導入を目指します。機能間の相乗効果により、

交流促進やにぎわい創出への好循環が生み出されるよう配慮します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
参図４ 「文化力の拠点」への導入機能の概要 

新県立中央図書館新県立中央図書館

・多目的情報発信スペースや｢大学コンソーシアムの拠点｣の

実現を図る「文化力の拠点」を体現する空間

・本を含む多様なメディアからの情報を通して、本県文化に

興味を持ち、体験・交流などを通じて、文化を学び、将来

を担う人材の育成や新たな静岡の文化の創造・発信に寄与

・「静岡県を知る」をキーワードに本県の文化をテーマ毎に

分類し、各テーマ毎に関連する図書、閲覧スペース、ラボで

構成

≪≪ 文化力の拠点文化力の拠点 ≫≫

●本県の高い文化力の発信や、学び･にぎわいの場を創出

【コンセプト】「創造･発信」､「学ぶ･人づくり」､「出会い･交わる」

【新県立中央図書館の４つの柱】

① 生涯学習・読書活動の拠点

② “ふじのくに”が何でもわかる

③ 市町立図書館等を支援

④ 出会い交わり、新しい文化を育む

・県立図書館の使命を確実に果たすため、機能を充実･強化

・豊富な蔵書を活かし、多様な県民ニーズに応える

時代に合ったサービスを提供

○○ 県民の知のインフラとしての図書館県民の知のインフラとしての図書館

【新図書館の機能】

・豊富な蔵書を未来へ引き継ぐ

・県民の多様な「知りたい」に応える

・県内図書館を支援し静岡県全体を支える

・全点資料のある「子ども図書館」

・図書館の枠を超えた新しい知的空間

○「新しい知的空間」○「新しい知的空間」 ～静岡県の文化と知の入口～～静岡県の文化と知の入口～

民間施設民間施設

○○ 食・茶・花の都食・茶・花の都

・地域の食材や花を活かしたレストラ

ンやカフェ等

（来館者のニーズに応じた食の提供）

○○ 民間提案機能民間提案機能

・県有地のポテンシャルを活かし、

新たな民間提案機能の最大限の導入

を目指す。

【効果】

・県有地の有効活用

・拠点の価値向上

・にぎわいの創出 など

※期待する施設（例）

・生活利便施設

・子育て支援施設

・若者を中心とした人材育成

・起業支援

・インバウンドの拠点 など

新県立中央図書館新県立中央図書館

・多目的情報発信スペースや｢大学コンソーシアムの拠点｣の

実現を図る「文化力の拠点」を体現する空間

・本を含む多様なメディアからの情報を通して、本県文化に

興味を持ち、体験・交流などを通じて、文化を学び、将来

を担う人材の育成や新たな静岡の文化の創造・発信に寄与

・「静岡県を知る」をキーワードに本県の文化をテーマ毎に

分類し、各テーマ毎に関連する図書、閲覧スペース、ラボで

構成

≪≪ 文化力の拠点文化力の拠点 ≫≫

●本県の高い文化力の発信や、学び･にぎわいの場を創出

【コンセプト】「創造･発信」､「学ぶ･人づくり」､「出会い･交わる」

【新県立中央図書館の４つの柱】

① 生涯学習・読書活動の拠点

② “ふじのくに”が何でもわかる

③ 市町立図書館等を支援

④ 出会い交わり、新しい文化を育む

【新県立中央図書館の４つの柱】

① 生涯学習・読書活動の拠点

② “ふじのくに”が何でもわかる

③ 市町立図書館等を支援

④ 出会い交わり、新しい文化を育む

・県立図書館の使命を確実に果たすため、機能を充実･強化

・豊富な蔵書を活かし、多様な県民ニーズに応える

時代に合ったサービスを提供

○○ 県民の知のインフラとしての図書館県民の知のインフラとしての図書館

【新図書館の機能】

・豊富な蔵書を未来へ引き継ぐ

・県民の多様な「知りたい」に応える

・県内図書館を支援し静岡県全体を支える

・全点資料のある「子ども図書館」

・図書館の枠を超えた新しい知的空間

【新図書館の機能】

・豊富な蔵書を未来へ引き継ぐ

・県民の多様な「知りたい」に応える

・県内図書館を支援し静岡県全体を支える

・全点資料のある「子ども図書館」

・図書館の枠を超えた新しい知的空間

【新図書館の機能】

・豊富な蔵書を未来へ引き継ぐ

・県民の多様な「知りたい」に応える

・県内図書館を支援し静岡県全体を支える

・全点資料のある「子ども図書館」

・図書館の枠を超えた新しい知的空間

○「新しい知的空間」○「新しい知的空間」 ～静岡県の文化と知の入口～～静岡県の文化と知の入口～

民間施設民間施設

○○ 食・茶・花の都食・茶・花の都

・地域の食材や花を活かしたレストラ

ンやカフェ等

（来館者のニーズに応じた食の提供）

○○ 民間提案機能民間提案機能

・県有地のポテンシャルを活かし、

新たな民間提案機能の最大限の導入

を目指す。

【効果】

・県有地の有効活用

・拠点の価値向上

・にぎわいの創出 など

※期待する施設（例）

・生活利便施設

・子育て支援施設

・若者を中心とした人材育成

・起業支援

・インバウンドの拠点 など



 5

５ 公的機能の内容 

（１）新県立中央図書館 

新たな県立中央図書館は、「新県立中央図書館基本構想」（平成 30 年３月）及び「新県立中

央図書館基本計画」（平成 31 年３月）に基づき、これまでの図書館の機能を充実・強化すると

ともに、豊富な蔵書を活かした多様な県民ニーズに応える時代に合ったサービスを提供します。 

これにより、「県民の知のインフラ」としての使命を果たしつつ、「文化力の拠点」の３つの

コンセプト全ての実現に寄与する、新しいタイプの図書館とすることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新県立中央図書館の主要なサービス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

新県立中央図書館
基 本 構 想

① 県民の生涯学習・
読書活動の拠点
としての図書館

② “ふじのくに”の
ことなら何でも
わかる図書館

③ 県内市町立
図書館等を強力に
支援する図書館

④ 県民が出会い
交わり、新しい文化

を育む図書館

≪目指すべき姿≫

新県立中央図書館
基 本 計 画

○ 時代に応じた県立図書館の役割

○「文化力の拠点」との連携

•読書推進施策を集約し推進

「読書県しずおか」の推進

•既存収集方針を維持しながら拡充

資料整備計画

•県全体の図書館サービスを底上げ

•先進的サービスの試行

市町立図書館等への支援

•快適な閲覧環境による資料提供

•専門的ﾚﾌｧﾚﾝｽ、課題解決型支援

•多様な県民の特性に対応

•子ども図書館による児童サービス

•デジタル化･オープンデータ化推進

•講座､ネット利用サービス

•「葵文庫」など貴重書の常設展示

•歴史文化情報センターの併設

図書館サービス

•読書推進施策を集約し推進

「読書県しずおか」の推進

•既存収集方針を維持しながら拡充

資料整備計画

•県全体の図書館サービスを底上げ

•先進的サービスの試行

市町立図書館等への支援

•快適な閲覧環境による資料提供

•専門的ﾚﾌｧﾚﾝｽ、課題解決型支援

•多様な県民の特性に対応

•子ども図書館による児童サービス

•デジタル化･オープンデータ化推進

•講座､ネット利用サービス

•「葵文庫」など貴重書の常設展示

•歴史文化情報センターの併設

図書館サービス

•本のある「新しい知的空間」

•賑わいを創出する事業の実施

「文化力の拠点」施設に伴う機能

•本のある「新しい知的空間」

•賑わいを創出する事業の実施

「文化力の拠点」施設に伴う機能

県民の知のインフラとしての図書館県民の知のインフラとしての図書館

【【新県立中央図書館の特徴新県立中央図書館の特徴】】

○ 豊富で多彩な蔵書を身近に利用

・確かな収蔵能力、公開書庫

→ 開架日本一規模

○ 研究等に没頭できる落ち着いた環境

・様々なタイプの閲覧席

・高度なレファレンス

○ 誰もが利用しやすい施設とサービス

・開館時間の延長

・ユニバーサルデザイン

○ 県全体を支える県内図書館の支援

・市町立図書館の支援

・学校図書館の支援

○ 読書活動の推進拠点

・全点収集の児童書を有する子ども図書館

○ 県民の情報保障拠点

・豊富な地域資料

・県史編さん資料

・歴史的公文書

新しい知的空間新しい知的空間

○ 図書館の枠を超えた
新しい「本のある空間」の創造

既
存
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

既
存
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

新
規
機
能

新
規
機
能

参図５ 新県立中央図書館の概要 

 県立図書館ならではの豊富な蔵書を快適に利用できるように、

様々なタイプの閲覧席を用意し、気軽な利用から調査研究の利用ま

で様々なニーズに対応します。また、公開書庫に入って膨大な蔵書

に囲まれながら、直接手に取って本を選ぶ醍醐味も提供します。

① 豊富な蔵書を身近に利用できる快適な閲覧環境 
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【来館者が多い県立図書館との比較】     ※＊印は「日本の図書館統計と名簿 2017」による 

県名 
（所在市） 

施設概要 来館者数増につながる特徴 

岡山 
（岡山市） 

来館者数 104 万人/年 

(全国１位) 

・人口 192 万人 

（岡山市人口 70 万人） 

・蔵書冊数 135 万冊* 

（図書収容能力 230 万冊） 

●アクセスの良さ 

JR 岡山駅から車で 10 分、岡山県庁前 

●豊富な蔵書 

新刊本の７割、児童書の全点を購入 

●充実したサービス 

６つの部門別に窓口と専門司書を配置 

山梨 
(甲府市) 

来館者数 91 万人/年 

(全国２位) 

・人口 83 万人 

（甲府市人口 19 万人） 

・蔵書冊数 65 万冊* 

（図書収容能力 110 万冊） 

●アクセスの良さ 

JR 甲府駅から徒歩３分 

●にぎわい創出の取組 

イベントスペース、ホール、交流ルーム、

カフェなどでイベントを実施 

 
 

現時点 
の想定 

 
静岡 

(静岡市) 

来館者数 100 万人/年＋α 

・人口 369 万人 

（静岡市人口 70 万人） 

・蔵書冊数 82 万冊* 

（図書収容能力 170～200 万冊）

●アクセスの良さ 

ＪＲ東静岡駅から徒歩１分 

コンベンション施設に隣接 

●豊富な蔵書 

収集資料の充実、全点収集の児童書を有

する「子ども図書館」の新設 

●充実したサービス 

高度なレファレンスサービスの提供 

●にぎわい創出の取組 

交流スペース、多目的ホール、ラーニン

グコモンズ、カフェなどでイベントや活

動を実施 

 県立図書館としての特性を発揮し、県民の課題を解決するレファ

レンスサービスを提供します。学術的な研究調査だけでなく、日常

の疑問や地域の課題を解消できる場所になるよう、生活に密着した

課題解決型サービス（ビジネス・産業支援等）も併せて提供します。

② 疑問や課題に答えるレファレンスや課題解決型サービスの充実 

 子どもが本に親しみを持ち読書が好きになるよう、「子ども図書

館」を設置します。子どもに直接サービスを行う「児童室」と、子

どもの読書に関わる保護者等へ情報提供などを行う「子ども図書研

究室」を備えることで、包括的なサービスを実施します。 

③ 「子ども図書館」の設置 
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（２）新しい知的空間 

基本計画（案）において、本県の魅力ある世界遺産、食・茶・花の都、文化施設、文化財、

伝統工芸などの“ふじのくに”の「文化力」を発信する機能として位置付けた「多目的情報発

信スペース」は、単なる展示による情報発信にとどまらず、図書館の豊富な蔵書等を活かしな

がら、本県の文化と知を創造・発信する「新しい知的空間」として、県立中央図書館と一体的

に整備します。 

「新しい知的空間」は、図書を含む多様なメディアからの情報等を活用し、体験・交流など

を通じて、文化を学び、将来を担う人材の育成、新たな静岡の文化の創造・発信に寄与する、

「文化力の拠点」を体現する空間とすることを目指します。 

 

 

区分 内容 

①テーマ別スペース

○ 単なる展示による情報発信にとどまらず、図書館の豊富な蔵書を活

かし、本県の魅力ある文化と知を創造・発信 
○ 「静岡県を知る」をキーワードに本県の文化を複数のテーマに分類

し、各テーマは、「関連する書架・閲覧スペース、ラボ」を基本と

して構成 

書架・ 
閲覧スペース 

○ 専門書から新書、雑誌まで幅広い図書を配架 
（自由に閲覧や雑談が可能） 

 
ラボ ○ 大学・企業の研究者や学生等、様々な立場の方々が自由に議論可能 

（ガラス張り小部屋） 

②大学コンソーシ 
アムの拠点 

（グローバル人材 
育成拠点） 

○ 「グローバル人材育成懇話会」からの提言を踏まえ、将来の本県を

支え、世界に貢献するグローバル人材を育成 
・ 語学教育や地域学の共同実施 
・ 外国人留学生の支援や、留学生と日本人学生、地域等との交流の

場 

③オープン 
コラボレーション

スペース 

○ 「新しい知的空間」ラボ活用者の交流の場 
○ ラーニングコモンズ 
○ 「新しい知的空間」・図書館関連のイベント等スペース 
（特定多数を対象、オープン空間が望ましいもの等） 
（展示会、体験会、トークイベント、公開討論会、大会、公演等） 

④多目的ホール・ 
セミナールーム 

○ 「新しい知的空間」・図書館関連のイベント等スペース 
・ 多目的ホール（講演会、フォーラム、シンポジウム 等） 
・ セミナールーム（セミナー、発表会、ワークショップ 等） 

 

 

 

 

参表１ 「新しい知的空間」の内容 
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「今までにない新しい知的空間」 ～静岡の文化と知の入口～

○本県の文化と知を創造・発信する「文化力の拠点」を体現する空間

⇒多目的情報発信スペースや大学コンソーシアムの拠点、食･茶･花の都などを、一体的な空間の中で実現

○本を含む多様なメディアからの情報に加え、体験や交流からの学びを通じて、新たな文化を創造する人材を育成

映
像
パ
ネ
ル

【テーマ（例）】

・模型×静岡県

・デザイン×静岡県

・ＩＣＴ×静岡県 ・・・

●「静岡県を知る」をキーワードに分類

【空間イメージ】

≪オープンコラボレーション
スペース≫
複数ラボによる企画や議論の場に活用

デザイン

静岡の文化と知へ
アクセスする

１
静岡の文化と知へ
アクセスする

１

もっと知りたいもっと知りたい

静岡の文化と知を
創造・発信する

３
静岡の文化と知を
創造・発信する

３
静岡の文化と知を

体験する

２
静岡の文化と知を

体験する

２

もっと取組みたいもっと取組みたい

≪ 図書(メディア)･閲覧スペース ≫

●本（マンガを含む）や映像から、体験や交流を通じて、人材育成に

≪ ラボ ≫

研究・創造・人材育成の場

＊この他、一定の人数以上の 講座等に
「多目的ホール」を用意

ラボ

（アトリエ）

図書

閲覧スペース

模型 デザイン

農
業

楽
器

富
士
山

健康国際交流

Ｉ
Ｃ
Ｔ

オープンコラボレーション
スペース

製作

ロボット プログラ
ミング

ＣＧ

ＩｏＴ

ＡＩ

アトリエ

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
人材育成

留学生
支援

後世
継承

企画

生産
技術

ﾍﾙｽｹｱ

ｱﾝﾁ
ｴｲｼﾞﾝｸﾞ

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
拠
点

各テーマ別スペースと、オープンコラボレーションスペース等から構成

出典：ヤフーLODGE

※当スペースはヤフーLODGEとは一切関係ありません。 出典：安田女子大学出典：安田女子大学
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【テーマについて】 

テーマについては、富士山、模型など本県が国内外に誇るべき文化に加え、ＩＣＴなど今後

将来に向けて創造すべき新たな文化の観点も踏まえ、設定します。具体的なテーマの設定、内

容は、平成 31 年度に策定する「「新しい知的空間」管理運営計画」の中で検討していくことと

し、決定後においても、時勢の変化を踏まえて逐次更新していきます。 

 

区分 テーマ 設定の視点 

模型 全国の約９割という圧倒的シェアを誇るプラモデル生産 

食・茶 多彩で高品質な農林水産物を生産する食材の王国 

富士山 

･世界クラス 

世界遺産「富士山」をはじめとする、本県が有する世界ク

ラスの人材・資源群 

観光 
世界文化遺産、伊豆半島ジオパーク、南アルプス、浜名湖

など、国内外の人を惹き付ける多くの魅力ある地域資源 

本県が国内外に

誇るべき文化 

ものづくり 
楽器の一大産地、オートバイ生産の一大拠点ほか、本県が

誇る各種地場産業 

ＩＣＴ AI、IoT など第４次産業革命を見据えた ICT 人材の育成 

健康 アンチエイジング、美、ヘルスケアなど健康産業の創生 

デザイン 
デザインによる製品・サービスの高付加価値化や地域の魅

力向上 

農業 
ICT やロボット技術などを活用した、本県のより生産性の

高い農業への転換と人材の育成 

今後将来に向け

て創造すべき新

たな文化 

グローバル 

人材育成 

国際的な視点を持ち、世界に貢献するグローバル人材の育

成 

 

【ラボについて】 

書架・閲覧スペースに隣接して設置する小部屋である「ラボ」は、それぞれのテーマについ

て、大学・企業の研究者や学生など、様々な立場の方々が自由に議論できる場とします。 

 

活動区分 内容 具体例 

学習 
講座、講習、 

文化継承 

【模型】オリジナル作品作り方講座 

【ICT】企業と大学生共同の課題解決型ゼミ 

【ICT】トップ ICT 人材による小中高生集中講座 

企画（研究） 
議論、実験、試験、

試作、栽培、創作 

【デザイン】3D プリンターで作品製作 

【農業】農産物の栽培キットによる野菜栽培 

体験 
提供、試食、販売、

製作、制作 

【健康】アンチエイジング、美をテーマした健康

測定体験（体組成、肌年齢 等） 

【デザイン】デジタルアート体験コーナー 

相談・支援 各種窓口 

【デザイン】デザイン相談窓口（企業の相談窓口、

デザイナーのアドバイス） 

【ICT】ICT 人材マッチングのコーディネート 

参表２ 想定されるテーマ（イメージ） 

参表３ 想定されるラボでの活動（イメージ） 
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（３）大学コンソーシアムの拠点（グローバル人材育成拠点） 

基本計画（案）に位置づけた「大学コンソーシアムの拠点」は、「グローバル人材育成懇話

会」の提言（平成 30 年４月）を踏まえ、将来の本県を支え、世界に貢献するグローバル人材

を育成する機能を中心とし、これを効果的に推進するため、「新しい知的空間」と一体的に整

備することとします。 

グローバル人材育成拠点として、語学教育や地域学の共同実施や外国人留学生の支援を行う

ととともに、留学生と日本人学生、地域などとの交流の場を提供します。 

また、県内高等教育機関の教育連携を進めるための教育研究の場を提供するとともに、若者

の学び・にぎわいの創出に向け、異なる大学の学生間の幅広い交流や学生活動を支援する機能

も果たしていきます。 

 

機能 求められる取組 

学生等交流 学生間交流、留学生と地域との交流、企業との交流 

留学生支援 生活支援、就職支援、留学生ネットワーク化 

語学教育・地域学の 

教育機能 

日本語教育等支援、単位互換を活用した地域学の展開、 

社会人向け公開講座の開催 

留学情報等発信 日本人学生向け留学情報提供、県内大学情報提供 

 

 

（４）AI・ICT の拠点 

「第４次産業革命」とも呼ばれるＡＩ、ＩｏＴなど先端技術の急速な進展の中、これに対応

できる人材や企業を確保・育成する必要があるため、ＩＣＴ企業等が入居して交流や集積など

を進めるスペースや、セミナーの開催など情報発信を行うスペース、ＩＣＴに係る教育・体験

用のスペース等を整備することで、ＡＩ・ＩＣＴ拠点の形成を図っていきます。 

 

 

 

区 分 内 容 

ＩＣＴ企業交流・集積

スペース 

・ＩＣＴベンチャー等の入居 

・起業や経営に係る相談 

・意見交換や打合せなど異業種等の交流 

ＩＣＴ関連情報発信

スペース 

・セミナーやワークショップ等の開催 

・ＩＣＴを駆使した映像や音声などの先端的技術・芸術の発信 

ＩＣＴ教育・体験スペ

ース 

・学生や在職者を対象としたＩＣＴ関連講座の開設 

・ＩｏＴ技術導入機器等を用いた実習や職業訓練 

 

 

 

参表４ 「グローバル人材育成懇話会」提言（平成 30 年４月） 

参表５ AI・ICT の拠点の内容【例示】 

）
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６ 県が期待する民間提案機能の内容 

（１）拠点の価値向上、にぎわいの創出などに資する機能 

土地の利用条件を最大限活用し、基本構想や基本計画（案）に掲げる「創造・発信」、「学ぶ・

人づくり」、「出会い・交わる」の３つのコンセプトを実現しつつ、拠点の価値向上やにぎわい

の創出、利用者の利便性向上に資する民間機能の提案を期待します。 

「文化力の拠点」の中心となる県立中央図書館、本県の文化を創造する「新しい知的空間」、

グローバル人材育成の機能を持つ大学コンソーシアムの拠点などの公的施設との連携を図る

ことで、相乗効果が発揮される機能を期待します。 

 

≪ 民間提案を期待する機能 ≫ 

○ 生活利便施設（スーパーマーケット など） 

○ 子育て支援施設（こども屋内広場 など） 

○ 若者を中心とした人材育成（専門学校（ＩＣＴ系、デザイン系）、語学学校、学習塾、サ

テライトキャンパス（県内外大学） など） 

○ 起業支援（コワーキングオフィス、シェアオフィス、レンタルオフィス など） 

○ 世界クラスの資源群や食・茶・花の産地、各種文化施設等に誘うインバウンドの拠点（ホ

テル など） 
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（２）食・茶・花の都 

「文化力の拠点」利用者に加え、地域住民などの利用も想定し、本県の食材や花を活かした

レストランやカフェのほか、県内農林水産物の販売施設の導入を期待します。 

併せて、花と緑があふれる「ふじのくに『花の都』しずおか」の発信に向け、本県産の多彩

な花々での施設内外の装飾を求めます。 

 

区分 
期待する規模感

の目安※(㎡) 
内容 

フ
ー
ド
コ
ー
ト 

700 
設置 

必須 

・様々な価格帯や幅広いジャンルに対応し施設利用者が

訪れやすい場所 

・宗教や信条等、多様な食文化に対応したメニューを提

供（ハラール対応など） 

・新規出店希望者のためのチャレンジスペースを設置 

フ
ラ
ワ
ー

カ
フ
ェ 

100 
設置 

必須 

・「食・茶・花」を同一の空間で楽しめるカフェ 

・県産の季節の花で店内を装飾 

・県産食材を使った料理や静岡茶を提供 

物
販 

200 
実施 

必須 

・新鮮な地場野菜や、レストラン、フードコートで使用

している県産食材等を販売 

・常設店舗でもマルシェ等の定期的なイベントでもよい 

レ
ス
ト
ラ
ン 

200 

× 

4 店舗程度 

設置 

必須 
 

・全国的な知名度が高く、県外からも集客が見込める地

元の名店 

・食の都仕事人等による県産食材を使用した料理を楽し

むことができるレストラン 

・新鮮な地場野菜や季節ごとの県産食材、静岡茶を使っ

た料理やスイーツを提供 

・県産食材を使ったアンチエイジングメニューを提供 

花
の
装
飾 

－ 
配慮 

事項 
・屋内外を県産の花で装飾 

※県が期待する規模感を示しているが、具体的な設置規模は民間提案による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参表６ 「食・茶・花の都」での提案を期待する施設内容・規模 

≪ フードコート（イメージ）≫ ≪ フラワーカフェ（イメージ）≫ 
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７ 機能相関図 

「文化力の拠点」への導入機能の機能相関図は以下のとおりです。 

なお、機能相関図は、本事業で整備する機能の互いの関係をわかりやすく示すための図であ

り、実際の規模や配置を示しているものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携

活用

【 凡 例 】

公共

民間

連携連携

活用活用

【 凡 例 】

公共公共

民間民間

○ テーマ別スペース

・図書

・閲覧スペース

・ラボ

＜想定するテーマ＞

■ 富士山･世界クラス

■ 観光

■ ものづくり

■ 模型

■ 食・茶

■ 農業

■ 健康

■ ＩＣＴ

■ デザイン

■ グローバル人材育成

○ ｵｰﾌﾟﾝｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝｽﾍﾟｰｽ
・ラボ活用者等の交流の場

・ラーニングコモンズ

・イベント等スペース

○ 多目的ホール・
セミナールーム

○ フードコート

○ 物販

○ レストラン
(健康食)

○ レストラン
(地産地消)

○ フラワーカフェ

○ 県有地の有効活用、拠点の価値向上、賑わいの創出、利用者の利便性向上等に

資する新たな民間提案機能

＜民間提案を期待する機能（例）＞

■ 生活利便施設 ■ 子育て支援施設 ■ 若者を中心とした人材育成

■ 起業支援 ■ インバウンドの拠点

○ 豊富で多彩な蔵書

・公開書庫

○ 様々なﾀｲﾌﾟの閲覧席

○ 豊富な地域資料

○ 歴史文化情報ｾﾝﾀｰ

○ 貴重書の特設展示

○ 子ども図書館

○ 講座・ｲﾍﾞﾝﾄ・展示

○ デジタル化

オープンデータ化

○ 課題解決型支援

○ 高度なレファレンス

○ 県内図書館の支援

○ 読書推進

○ 学生等交流

○ 留学生支援

○ 語学教育・地域学

○ 留学情報等発信

○ テーマ別スペース

・図書

・閲覧スペース

・ラボ

＜想定するテーマ＞

■ 富士山･世界クラス

■ 観光

■ ものづくり

■ 模型

■ 食・茶

■ 農業

■ 健康

■ ＩＣＴ

■ デザイン

■ グローバル人材育成

○ テーマ別スペース

・図書

・閲覧スペース

・ラボ

＜想定するテーマ＞

■ 富士山･世界クラス

■ 観光

■ ものづくり

■ 模型

■ 食・茶

■ 農業

■ 健康

■ ＩＣＴ

■ デザイン

■ グローバル人材育成

○ ｵｰﾌﾟﾝｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝｽﾍﾟｰｽ
・ラボ活用者等の交流の場

・ラーニングコモンズ

・イベント等スペース

○ ｵｰﾌﾟﾝｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝｽﾍﾟｰｽ
・ラボ活用者等の交流の場

・ラーニングコモンズ

・イベント等スペース

○ 多目的ホール・
セミナールーム

○ フードコート

○ 物販

○ レストラン
(健康食)

○ レストラン
(地産地消)

○ フラワーカフェ

○ 県有地の有効活用、拠点の価値向上、賑わいの創出、利用者の利便性向上等に

資する新たな民間提案機能

＜民間提案を期待する機能（例）＞

■ 生活利便施設 ■ 子育て支援施設 ■ 若者を中心とした人材育成

■ 起業支援 ■ インバウンドの拠点

○ 豊富で多彩な蔵書

・公開書庫

○ 様々なﾀｲﾌﾟの閲覧席

○ 豊富な地域資料

○ 歴史文化情報ｾﾝﾀｰ

○ 貴重書の特設展示

○ 子ども図書館

○ 講座・ｲﾍﾞﾝﾄ・展示

○ デジタル化

オープンデータ化

○ 課題解決型支援

○ 高度なレファレンス

○ 県内図書館の支援

○ 読書推進

○ 学生等交流

○ 留学生支援

○ 語学教育・地域学

○ 留学情報等発信
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８ 東静岡駅南口エリアの将来イメージ図（※先行整備時点） 

 

図書館棟

アトリウム

図書館棟

アトリウム

駐車場棟

民間施設棟

駐車場棟

民間施設棟

※あくまでイメージであり、実際の施設配置・内容（規模、デザイン、仕様等）を示すものではありません。 

東静岡駅 


